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１．序論 

 現在世界中の海洋でマイクロプラスチック（microplastics，以下 MP）と呼ばれる直径 5mm以下の微細なプ

ラスチック片が発見されている．MPには，スクラブや合成繊維，レジンペレット等元から小さいプラスチッ

クが流出した一次発生 MP1)，大きなプラスチックゴミが紫外線・温度変化により劣化し，環境中で破砕・微

細化して生じる二次発生 MP2)がある．MP は海洋環境への影響が懸念され，海洋中の残留性有機汚染物質を

吸着・運搬しうること 3)や，汚染されたMPを海洋生物が誤食することで生物の体組織に汚染物質が移行する

こと 4)等が指摘されているため，海洋では盛んに研究が行われている．例えば，南・北太平洋，南・北大西

洋，インド洋，地中海での集積量の平均値は 6.3万個/km2である一方 5)，日本近海では 172万個/km2であるこ

とが報告され 6)，日本はMPのホットスポットである可能性がある．しかし，空間分布が明らかになりつつあ

る海洋に対し，河川での MP 調査は限定的 7)で，MP 汚染の実態は不明であり，調査手法も未統一である．そ

こで著者らは，河川における MP 調査手法を検討し，日本全国の 18河川で調査を行い，河川での MP 数密度

は海洋より 1オーダー小さく，河川毎に材質が異なり，サイズは 2mm以下が主である事を明らかにした（工

藤ら，20178），以下前報）．本論文では MP 数密度算定法の再検討・再計算を行い，新たに九州地方の一級

河川で行った MP調査の結果を加え，河川におけるMPの数密度，材質等の諸特性について改めて検討する． 

２．MP 採取方法 

(1)観測サイト：前報に加え，新たに鹿児島県川内川，熊本県球磨川・緑川・白川・菊池川において MP 調査

を行った（総計 23 河川，後述の図２）．対象河川は黒川，宮良川を除き流域に市街地を持つ．各河川におけ

る観測点として，河口に近く感潮域でない水位観測所付近の橋梁を選択している．また，本研究では平常時

を対象として調査を行っている．新たに行った観測は 2016年 9月～2017年 2月に実施した． 

(2)観測手法： MP 採取のため，口径 30cm，目合い 0.1mmまたは 0.35mmのプランクトンネット（5512-C 簡

易プランクトンネット，㈱離合社製）を河川の流心で橋上から下ろし，ネットを水表面に来るように固定し

た状態で所定の時間（5~30 分）設置する．その後，ネットを引き上げ，ネット内の付着物を水で洗い流し，

採水容器に移す．また，ネットの開口部には，濾水計（5571B または 5572（低流速用羽），㈱離合社製）を

取り付け，プロペラの回転数よりネット開口部における濾水量を算出する．ただし，流速が 0.3m/s 以下の際

に濾水計の計測精度が悪化するため，電磁流速計（AEM1-D，JFE アドバンテック㈱製）または電波流速計

（RYUKAN, 横河電子機器㈱製）も用いた．現地観測で採取したサンプル水は，飽和食塩水（比重 1.2）に投

入し，水表面に浮遊した人工物を MP 候補物として取り分ける．それら候補物はサイズ測定の後，プラスチ

ックであることを確認するため，フーリエ変換赤外分光高度計（Fourier Transform Infrared Spectroscopy，

FTIR：「ALPHA」，Bruker 社製または「IRAffinity-1S」，島津製作所㈱製）を用いて赤外吸収スペクトルを

取得し，既知の材質のスペクトルと比較することで材質同定を行った．白川に関しては候補物数が多かった

ため，全ての候補物の材質同定を行わず，1mm 毎の

サイズ帯に分けた上でサイズ分布が変わらないよう

にランダムに 50個を抽出し，材質同定を行った後，

抽出した候補物中の MP の割合を全候補物数に乗じ

ることで全MP数とした．以上により得られたMP個

数を，観測により得られた流速，設置時間，ネット

断面積を乗じた濾水量で割ることにより，MP 数密

度を算出した． 

３．数密度算定方法の再検討 

現地観測で測定した濾水計の回転速度からネット

開口部における流速を得るため，図 1 に示す相関式

を用いた．図 1 は幅 1m，長さ 20m，高さ 1.8mの矩

形断面を持つ開水路において，濾水計と電磁流速計 
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図 1 濾水計の回転速度と流速の相関 
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を設置し，徐々に流速を増加させながら水を流した際の濾水

計回転速度と流速の相関関係を記したものである．前報 8)で

はネットに濾水計を取り付けた状態での濾水計回転速度とネ

ット外部流速の関係を示したが，ネット目詰まりにより開口

部の流速が減少しネット外部より小さくなった．そのため，

今回はネットが無い状態で相関式を再度作成した．図中の相

関式を用いて流速を再換算し，濾水計を適用した河川につい

て数密度を再計算した所，前報 8)までの数密度は 0.5倍程度の

過小評価であった．再算定後の数密度と新たな観測点の数密

度をまとめて図 2 に示す．ネットの目詰まりによるネット開

口部の流速低下のため，ネット外部の流速を流入流速として

考えると，流速の過大評価となる． 

４．観測結果 

(1)MP 数密度：これまでの全ての観測により得られた MP の

数密度をまとめたものを図 2 に示す．これより，MP 数密度

は，最大 5.5 個/m3，最小 0.017 個/m3，中央値 0.22 個/m3，平

均値 0.63個/m3である．最大値の白川では 2016年熊本地震に

よる土砂崩れの影響で大量に土砂が流入しており，MP 採取

時にもネットに多量の土砂の流入が見られた．土砂にプラス

チックが含まれている可能性も考えられるが，より詳しい調

査が必要である．また，前報と比べ，平均値は約 2.7 倍，中

央値は 1.8倍となったが，オーダーは変化していない． 

(2)材質：全MPの材質の割合を示したものを図 3に示す．日

本近海での調査結果 9)では全体の約 3 割の発泡スチロール片

が発見されているのに対し，河川での PSの割合は 6%と小さ

い．これより，河川から流入する MP は PE・PP が卓越し，

PSは海洋において多く微細化している事が示唆された． 

(3)サイズ：これまでに採取したMPのサイズを分析時に撮影

した写真より詳細に測定し直し，0.1mm 毎の積算個数でまと

めたものを図 4に示す．サイズ分布は 1mm程度をピークとし

てそれ以下のサイズは徐々に個数が減っていく傾向にあり，

日本近海での調査結果 9)と同様の傾向が見られる．1mm 以下

の MP に関しては植生や泥に混じると判別が難しく，見逃し

ている可能性もある．顕微鏡を用いて MP を取り出す等，今

後分析方法を検討する必要がある． 

５．まとめ 

ネット開口部で目詰まりによる流入流速の減少が見られる

ため，ネットの影響を受けていない状態で濾水計回転速度と

流速の相関式を再同定し，数密度の再計算を行った所，数密

度は 0.017～5.5個/m3程度であり，前報 8)は過小評価であった

が，同オーダーとなった．材質は日本近海 9)と比較して PSが

少なく，PS は海洋で多く発生していることが示唆された． 

サイズ分布は日本近海 9)と同様の傾向を示した． 
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図 2 MP数密度マップ 

 

 
図 3 MPの材質の割合 

 

 
図 4 MPのサイズ分布 
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